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国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案 

新
旧
対
照
表 

〇
国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
号
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（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
） 

改 

正 

案 

現 
 

 

行 

第
四
条
の
二 

第
二
条
、
第
三
条
、
前
条
第
一
項
又
は
次
条
の
規
定
に
よ
り
歳

費
を
受
け
る
場
合
で
あ
つ
て
、
月
の
初
日
か
ら
受
け
る
と
き
以
外
の
と
き
又

は
月
の
末
日
ま
で
受
け
る
と
き
以
外
の
と
き
は
、
そ
の
歳
費
の
額
は
、
そ
の

月
の
現
日
数
を
基
礎
と
し
て
、
日
割
り
に
よ
つ
て
計
算
す
る
。 

 

第
五
条 

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
衆
議
院
の
議
長
、
副
議
長
及
び
議

員
は
、
解
散
さ
れ
た
日
ま
で
の
歳
費
を
受
け
る
。 

 

第
九
条 

各
議
院
の
議
長
、
副
議
長
及
び
議
員
は
、
公
の
書
類
を
発
送
し
及
び

公
の
性
質
を
有
す
る
通
信
を
な
す
等
の
た
め
、
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
と
し

て
月
額
百
万
円
を
受
け
る
。 

２ 

前
項
の
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
（
以
下
単
に
「
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
」
と

い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
支
給
を
受
け
る
金
額
を
標
準
と
し
て
、
租
税
そ

の
他
の
公
課
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

３ 

各
議
院
の
議
長
、
副
議
長
及
び
議
員
は
、
毎
年
一
回
、
両
議
院
の
議
長
が
協

議
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
年
に
お
い
て
支
給
を
受
け
た
文
書
通

信
交
通
滞
在
費
の
金
額
及
び
こ
れ
を
充
て
た
支
出
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し

た
報
告
書
（
次
項
に
お
い
て
「
収
支
報
告
書
」
と
い
う
。
）
を
、
当
該
支
出
に

係
る
領
収
書
の
写
し
を
添
付
し
て
、
そ
の
属
す
る
議
院
の
議
長
に
提
出
し
な

第
四
条
の
二 

第
二
条
、
第
三
条
又
は
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
歳
費
を
受

け
る
場
合
で
あ
つ
て
、
月
の
初
日
か
ら
受
け
る
と
き
以
外
の
と
き
又
は
月
の

末
日
ま
で
受
け
る
と
き
以
外
の
と
き
は
、
そ
の
歳
費
の
額
は
、
そ
の
月
の
現

日
数
を
基
礎
と
し
て
、
日
割
り
に
よ
つ
て
計
算
す
る
。 

 

第
五
条 

衆
議
院
が
解
散
さ
れ
た
と
き
は
、
衆
議
院
の
議
長
、
副
議
長
及
び
議

員
は
、
解
散
さ
れ
た
当
月
分
ま
で
の
歳
費
を
受
け
る
。 

 

第
九
条 

（
同
上
） 

  

２ 

前
項
の
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
に
つ
い
て
は
、
そ
の
支
給
を
受
け
る
金
額

を
標
準
と
し
て
、
租
税
そ
の
他
の
公
課
を
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。 

 

（
新
設
） 

    



  

二 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

４ 
各
議
院
の
議
長
は
、
収
支
報
告
書
の
提
出
を
受
け
た
と
き
は
、
両
議
院
の

議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
収
支
報
告
書
を
公
開
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

５ 

前
二
項
の
規
定
に
よ
り
両
議
院
の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
に
当
た
っ
て

は
、
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
の
使
途
の
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
も
の
と
す

る
。 

６ 

各
議
院
の
議
長
、
副
議
長
及
び
議
員
は
、
そ
の
年
に
お
い
て
支
給
を
受
け

た
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
の
総
額
か
ら
、
そ
の
年
に
お
い
て
文
書
通
信
交
通

滞
在
費
を
充
て
た
支
出
の
総
額
を
控
除
し
て
残
余
が
あ
る
と
き
は
、
両
議
院

の
議
長
が
協
議
し
て
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
残
余
の
額
に
相
当
す
る

額
の
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
十
一
条 

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
の
規
定
は
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
に
つ

い
て
、
第
九
条
第
二
項
の
規
定
は
第
八
条
の
二
の
議
会
雑
費
並
び
に
前
条
第

一
項
の
特
殊
乗
車
券
及
び
航
空
券
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
第
四
条
第
二
項
中
「
当
月
分
」
と
あ
る
の
は
「
日
」
と
、
第
四
条
の
二
中

「
第
二
条
、
第
三
条
、
前
条
第
一
項
又
は
次
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
十
一
条
に

お
い
て
準
用
す
る
第
三
条
、
前
条
又
は
次
条
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
新
設
） 

  

（
新
設
） 

  

（
新
設
） 

     

第
十
一
条 

第
三
条
か
ら
第
六
条
ま
で
（
第
四
条
の
二
を
除
く
。
）
の
規
定
は
第

九
条
の
文
書
通
信
交
通
滞
在
費
に
つ
い
て
、
第
九
条
第
二
項
の
規
定
は
第
八

条
の
二
の
議
会
雑
費
並
び
に
前
条
第
一
項
の
特
殊
乗
車
券
及
び
航
空
券
に
つ

い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
条
及
び
第
四
条
第
一
項
中
「
日
」

と
あ
る
の
は
、
「
当
月
分
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 


